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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、戦後の昭和文学を代表する作家である大岡昇平の歴史小説及び歴史小説論に注目して、その
展開の諸相を追うとともに、そこから大岡の歴史小説観と歴史認識のありようを抽出することを主要目的
としている。
第一章では、大岡の歴史小説論の出発点ともいえる「『蒼き狼』論争」時における彼の言説を取り上げ
ている。論者は、成吉思汗を主人公とする井上靖の歴史小説『蒼き狼』の叙述方法を「安易な心理づけと
切り張り細工」といった言葉で批判していく大岡が、井上の作品を反面教師として、単純な「英雄」主義
には回収されない「人間と歴史の相互関係」に万全の意を払った叙述方法、換言すれば「多面体」として
の歴史を紡ぎだしていくことを自身に課していると、その言説を整理している。
第二章では、「『蒼き狼』論争」から時を経ずして松本清張と海音寺潮五郎に対して大岡が仕掛けていっ
た論争の経緯とその意義について論じる。前者について論者は、大岡の清張批判の主要部分を占めるのは
『日本の黒い霧』批判と『小説帝銀事件』批判だという前提に立って、その批判の矛先はデータに基づく
妥当な判断よりも「米国の謀略」という「信仰」や「怨恨」を優先させてしまう、清張の「ロマンチック」
な意識態度に向けられていると押さえ、その批判のスタンスは井上靖に向けてなされたそれとも通じてい
ると結論づけている。また、大岡と海音寺との間に交わされた応酬としては、海音寺の『二本の銀杏』と
『悪人列伝』中のー編「平将門」をめぐる応酬を取り上げ、薩摩の武家屋敷の図面を持ち出す海音寺の反
論の前に守勢の位置に回った大岡が、自らも歴史小説『将門記』を発表、海音寺の「感傷」に染め上げら
れすぎた将門像の修正を図っていく点を検証している。
第三章では、大岡の歴史小説の実作『天誅組』を全面的に取り上げ、その歴史記述について分析してい
る。まず、小説の始まりと終わりに置かれた［島津久光の率兵上京］と［小笠原図書頭の率兵上京］に注
目し、それらの出来事が、幕末・維新史における「成功」と「失敗」という単一の評価に回収されること
を拒む複合的な歴史的意味を持つものとして叙述されていると論じている。また、天誅組の首謀者である
吉村虎太郎に関して大岡がとった叙述方法についても詳しく言及、小説の主人公に対して自身が抱いた愛
情を表出させていく位相と、「修史家の地下作業」が積み上げてきた歴史の厳然たる事実を尊重しようと
する位相とが、吉村像の形象においては拮抗している点を明らかにしている。そして、そのどちらをも簡
単に排除していかない大岡のジレンマあるいは誠実さが『天誅組』の完成に歯止めをかけ、小説の題名が
指向する［天誅組の乱］をまた別の作品形態として提示するに至ったと結論づけている。
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第四章では、『天誅組』から約二十年の歳月を経て執筆された、大岡の生涯最後の歴史小説『堺港攘夷
始末』を考察している。井上靖や松本清張といった同時代作家から藤村・鷗外のようなそれ以前の歴史小
説家にも言及の対象を広げた大岡が、やがて鷗外の『堺事件』に対する激しい批判を繰り出していった経
緯を押さえた上で、論者は『堺港攘夷始末』を土佐藩士の死を国粋的に美化した『堺事件』のアンチテー
ゼの機能を果す作品だと捉え、その論拠として、この小説が事件の背後に広がる政治力学―慶応四年当時
の新政府と仏・英をはじめとする欧米列強との外交関係―の錯綜性を錯綜そのものとして提示している点
を挙げる。また、土佐藩士箕浦猪之吉の人物像が、その「攘夷」のありよう一つをとってみても時代の影
響を受けて流動の相を帯びているように、その生の中にさまざまなものが解きほぐし難くもつれた位相を
付与されている点にも注目している。
第五章では、大岡の個人史と深く関わる小説『花影』を、大岡の歴史小説のヴァリエーションの一つと
して論じている。物語の中に輻輳した人間関係の中に投げ込まれた女主人公が思いもよらない人生の真実
を突き付けられていく布置結構が用意されているにもかかわらず、彼女は「虚無」を唯一のよりどころと
してひたすら自殺という自らの生の幕引きに向っていってしまう。そのような「一面的」な人物像を紡ぎ
だしてしまうところに、「『蒼き狼』論争」を契機として自身の歴史小説の世界を鍛え上げていく以前の大
岡の立ち位置があったのだと、論者は批判的な考察を行っている。
第六章では、大岡の遺稿『二極対立の時代を生き続けたいたわしさ』を取り上げ、大岡の「昭和天皇」
論の核となる部分を探っている。作家的始発期に書かれた『八月十日』をはじめとして、昭和天皇につい
て言及した数々の文章（談話も含む）をこの遺稿に至るまで検討した結果、論者は大岡の批判の対象とな
るのは「国体」の根幹をなす「天皇制」であって、昭和天皇個人は「国体」に呪縛された日本人としてそ
の埒外に置かれているという見通しを立てている。さらには、「日本人の本性」が「事大主義」にあると
みなす現実認識によって、大岡の意識態度がそうした天皇制「有害」論から最終的には象徴天皇制「理解
者」へと転回していったという見解を打ち出している。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
尾添陽平氏の学位申請論文は、戦後の昭和文学を代表する作家である大岡昇平の歴史小説及び歴史小説
論に的を絞り、その展開の諸相を追うとともに、そこから大岡の歴史小説観と歴史認識のありようを抽出
することを目的としている。
全体は六章で構成されているが、第一章と第二章では『常識的文学論』の総題のもとに発表された文芸
時評の中から、井上靖・松本清張・海音寺潮五郎という同時代の歴史小説作家との論争に発展していった
ものが取り上げられている。従来の大岡研究が、この出来事を一九六〇年代の文学状況の中では局地的、
一過的なものであったと見なしがちなのに対して、尾添論文は、「『蒼き狼』論争」を誘発するところから
始まる大岡の一連の言説を、彼の歴史小説家としての成熟という問題と抜き差しならない関係を持ってい
るとして検討を加えていき、人間と歴史との間に何層もの入り組んだ関係が生じている事実を見据えた歴
史叙述の実現を己に課していく大岡の歴史小説観を抽出している。先行論の問題設定の仕方にずれのある
ことも指摘しながら、一つ一つの文章と粘り強く向き合って論を進める姿勢は堅実であるし、同様の論証
スタイルで大岡の清張批判を検証した箇所では、大岡の言説を同時代の文壇ジャーナリズムで大きな話題
となった純文学（変質）論争とも繋がる要素も含んだものと見て、より広い文学史の場に連れ出す成果も
挙げている。
第三章と第四章が対象とするのは、『常識的文学論』から時を経ずして書かれた『天誅組』と、それか
ら約二十年後に執筆された『堺港攘夷始末』の二編の歴史小説である。それまでの章を通して押さえた大
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岡の歴史小説観が、その実作においていかに生かされ、あるいは新たな困難に逢着しているかを分析して
いることから、本論全体にあってのハイライト・シーンを形成している箇所として読めた。すなわち、『天
誅組』の分析にあたっては、小説の最初と最後に置かれた［島津久光の率兵上京］と［小笠原図書頭の率
兵上京］という事件の叙述方法、『堺港攘夷始末』の分析にあたってはこの事件の背後に存在する政治力
学―慶応四年当時の新政府と西欧列強との外交関係―の作品への取り込み方にそれぞれ注目し、いわゆる
世に言う歴史的事件を「総括的な判断」で括っていったり、単一な平面図に回収していく叙述を批判し得
る力が大岡の歴史記述には備わっていることを明らかにしている。さらに、両作の主人公に位置づけられ
る人物の造形上の特質にも目を向け、彼らに対して自身が抱いた特別な感情と、それだけをもっては律し
きれない「修史家の地下作業」が積み上げてきた歴史の厳然たる事実とが抗争する隘路の中を無限動力機
械のように辿っていこうとする大岡の創作姿勢を浮かび上がらせている。「完結」や「終り」というもの
のない歴史のありようを自らの書くという行為を通して証明していく、大岡の作家としての真骨頂に限り
なく近づいた見解が示されていて高く評価できる。
もっとも、本論に問題点がないわけではない。論証過程は緻密であるのに、結論を出す段階になると
「多面体としての歴史」のような使い勝手のよい言葉を繰り返し用いたり、歴史と文学との相互影響や相
互侵犯の形があってはじめて使える「歴史／文学のボーダレス化」という用語を、そうした概念規定を暖
昧にしたまま用いている。また、第五章の『花影』論は、その題材が大岡の個人史に由来しているが故に
歴史小説の一ヴァリエーションとして論じる価値があるとの断りを付けて始められるのだが、制作順から
すれば「『蒼き狼』論争」以前に書かれているので、本来なら本論の冒頭に持ってこなければならない『花
影』論を第五章の位置に据えた問題も含めて、女主人公「葉子」の単一な生のありようを検証したにとど
まるその論旨は、第四章まで推し進めてきた大岡の歴史小説に対する肯定的な評価に水を差してしまうよ
うにも読めてしまうし、第六章の遺稿『二極対立の時代を生き続けたいたわしさ』の扱いに関しても、そ
れが「昭和天皇」論の性格を帯びているが故に本論のモチーフと連絡する考察がなされていることは認め
られても、やや性急な結論で終わっているという印象を受ける。さらには、いかにして歴史の真実は描き
得るのかという作家的命題の前に自らを曝し続けていく原点ともなる自身の戦争体験を反映させた『俘虜
記』についての考察のなかったことや、こちらの方は本論の何箇所かでそれについての問題関心は示しな
がらも、やはり『レイテ戦記』と真正面から取り組む作業が後日の課題となったことも惜しまれる。
このように作家研究・作品研究どちらのレベルから見ても、尾添氏が今後取り組んでいかねばならない
課題は多く残されている。しかし、その点を勘案しても、歴史小説に関して大岡が抱いていた戦闘的な問
題意識とその実践形態についてのほぼ全体的な展望を提示し得た本論文は、博士論文の水準をクリアーし
たものとして評価できる。また、本論には入れられなかったが、尾添氏は、戦前の神戸にあった日仏合弁
事業の帝国酸素株式会社に勤めていた経験を生かして大岡が書いた『酸素』を、神戸という都市の歴史に
関わる小説として読み解くという視点から取り上げて、いわゆる神戸モダニズムのイメージに揺さぶりを
かける「海軍都市」神戸の位相を析出してみせた論考をほぼ完成させ、『人文論究』第六一巻第一号への
投稿を予定していることを付言しておく。本論文審査委員名は、論文の審査、並びに2011年月21日に
実施した口頭試問と公開発表会の結果から、尾添陽平氏が本論文によって博士（文学）の学位を受けるに
値すると評価したので、ここに報告いたします。
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